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夏期高水温注意報第2報

海洋調査分科会

各地とも水逼が急上昇しており、特に英麗湾、五ケ騎湾の湾奥部では警戒水

温に建しており、高水混による大量発死が予想されるような海況になってきま

した。

各地の水温は別表のとおりで表面け、正午から 5時頃にかけては30.Cをこえ、

2米関でも30.C近くになっております。雨が少いためで降雨量の記録から見ま

すと、大量奨死の甚だしかった30年、 31年の型に似ており7月の雨量は107.7ミ

リで昭和30年から34年まで過去5年間の最少雨量を記録しています。気象台の

予報によると現在高気圧が日本列島をがっちりおおっており、これをおしのけ

る気圧配置(台風)にならない限りここ当分降らなドだろう。台風8号が接近

すれば雨になるが、これも 6号の進路を辿っており、又9号もそれてしまい殆

んど望みがなく 8月上匂はひでりが続く見込みということであります。

核入れ作業、一般海事作業について貝の衰弱を招くようなことはできるだけ

少くして、大量発死の予問に注意して下さい。

なお異常楽死のちょう侯が見られる時は直ちに真珠研究所、水産試験場、真

珠研究会え御連絡下さい。湾奥部で異常撃を死が発生した場合これが原因となっ

て地域的な大発生をひきおこす場合も考えられますので、特に御協力をお願い

します。

昭和30-35年?、 8月の降雨量 (浜島)

月 句 30年 31年 32年 33年 34年 35年

15. 7 69.4 65.5 20.8 6.3 31.6 

7 
17.7 30.1 88.5 79.8 120.9 6.1 

148.1 12.2 179.5 95.5 1.3 70.0 

181. 5 111. 7 333.5 196. 1 128.5 107.7 
1-10 11. 8 9.4 42.7 22.3 79. 9 

4.8 15.9 245.2 27.6 253.0 

21-末臼 200.3 94.2 48.8 203.3 7.4 

計 216.9 119. 5 336.7 253.2 350.3 

↑異常猿死の多かった年
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各地の水温

場 所 期日 時刻 表面 I2米 3米 5米 8米¥ 10* 

(越井上賀物産) 8月2日 11.∞ 31. 0 29.5 一 26. 5 25.8 
3 f/ 31. 5 29.6 26.5 25.6 一
4 

5 11 30. 7 28.6 一 26.3 25.2 
6 11 30. 1 28.5 27.5 26.3 

7 勿 30.0 28.0 27.4 26.3 

8 12.∞ 30.0 28.1 27.5 26.9 

9 一

(山船際新越栄門)
7月318 11.40 29.6 羽.5 一 26.5 一
8月18 f/ 31.5 29.8 27.2 

2 f/ 32.0 29.8 27. 5 

3 11 31. 7 30.0 27. 3 
4 11 31. 5 30.2 28. 1 

5 11 32.3 31.1 27.9 

6 11 32.0 31. 0 27.4 一
? 11 31.0 30.5 27.8 一
8 f/ 31.2 30.1 27.8 一
9 11 30.2 29.6 27.3 一

一
片田 ?月31日 1200 29.5 28.0 26.0 一
(覚但真珠)

8月1日 30. 0 28.5 26.5 一11 一
2 f/ 31. 5 29.0 一 27.0 
3 11 32.5 29.5 26.8 

4 f/ 320 29.8 27.0 

5 H 32.4 29. 7 27.0 

6 11 31.0 28.7 一 26.5 一
7 H 30.3 28.6 一 26.3 
8 均 30.5 29.0 26.8 一
9 H 30. 3 I 29. 0 I - I 27. 3 一一
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場 所 期日 時刻 3米 S米 8米 10米

(立真和神真珠)
7月31日 12.∞ 30.1 29.8 26.0 

8月l日 " 31.3 30. 7 27.2 

2 11 31.8 30.6 26.8 

3 11 32. 1 30. 2 27.0 

4 " 31. 7 31. 0 27.2 

5 11 32.0 31. 0 27.2 

6 11 31. 3 30.8 27.4 

7 " 31.6 30.4 26.8 

8 11 31.4 30.8 27.2 

9 11 30.4 30.0 26.5 

一一一
多徳(国研)8月18 14.30 30.3 29.7 27. 0 

2 12.∞ 30.8 29.2 26.6 24.5 

3 11 30.6 29.8 26.4 25.0 

4 " 30.7 30.5 26.0 24.2 

5 11 31.0 30.0 26.8 24.0 

6 " 30.8 30.4 25.8 25.0 

? " 
8 " 30. 7 29.1 27.0 26.0 

9 " 29.3 29.2 26.5 25. 7 

浜島(水試)8月1日 11.30 29.5 26.8 26.6 26.1 

2 10.∞ 29.6 27.9 26.2 25.8 

3 " 30.6 28.9 26.6 26.1 

4 13.30 30.4 28.2 27. 2 26.0 

5 14.∞ 30.8 29.6 27.6 26.2 

6 10.∞ 30.4 30.0 27.4 26.2 

7 一

8 9.30 30.2 29.4 
_. 
27. 4 26.4 

9 11.∞ 31.4 却.4 一幻.3 I 
L一一一」一 1 一一一
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場 所 期日 2米 8米 10米

坂手 7月31日 12.00 27.2 
(覚田真珠)

8月1日

2 12.00 26.8 25.3 25.2 

3 11 27.0 27.5 27.8 

4 

5 

6 

? 

8 

9 

鏡浦 7月31日 7.∞ 26.0 26.2 
(共栄水産)

8月1日 12.∞ 29.5 28. 7 27.6 
2 11 30.6 28.6 28.2 

3 。 30.5 28.8 24.6 
4 11 30.5 26.2 

S 11 29.5 26.5 24.3 

6 11 29.0 25.2 24.7 

7 11 28.8 24. 1 24.1 

8 11 27.2 26.0 26.0 

9 11 27.8 26.3 25. 7 

ー

(佐的藤養矢殖場)
7月31日 10.∞ 27.0 26.3 
8月1日 。 28.3 26.8 
2 11 29. 1 28. 0 25. 9 24.5 

3 11 29.5 28.3 26.9 24.9 

4 11 29.3 28.6 26.3 23.8 

5 11 29.5 28.9 26.3 24.9 

6 11 28.9 28.2 26.4 24.6 

7 11 28.6 26.9 25.4 24.5 

8 11 27.9 幻.2 25.2 24.0 

9 砂 27.3 27. 1 25.0 24.3 
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場所期日時刻 表面 2米 3米 5米 8米 10米

迫間 7月31日 11.∞29.6 I 28.9 26.8 26.4 

30.8 28.8 お 7I 25.8 

1 砂 30.5 I 29.2 26.5 

3 112.30 322 I 29.0 27.4 

4 i 11.∞ 31.2 I 2号.3 i 26. 7 26.3 
5 11 30.5 29.5 28.2 27.7 

6 It 30.9 29.0 27.0 26.0 

7 11 30.8 30.2 27.8 27.9 

8 11 30.8 29.0 27.5 27.0 

9 11 29.2 28.8 27.2 27.0 

向わ曾真珠 18月1日 1200 29.8 28.9 28.4 
(みつ )1 2 

11 30.8 28.2 2']. 0 

3 11 30. 7 27. "[ 

4 It 30.3 28.2 27.0 

5 11 30.4 28.3 27.1 

6 11 30.6 28.5 27.2 
つ白4 11 28.5 27.8 27.2 

8 11 29.6 28.5 27. 7 

9 11 29. 7 28. 7 28.1 
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昭和31年度の真珠貝の夏季艶死とその対策について

本年も高水温の時期になり夏季聖書必が心配される特になりました。未だ大量

努死が起るまでには至っていない様ですが8月一杯は注意しなければならな

いと怠いますので、昭和31年の繁死の際に発行されたメンフ νツトから要点

を引用して参考に供し度いと思います。

31年の夏季緊死の吠況を総括的にみると次の様になる。

(1) 艶死の時期は7月下旬より始まり、 8月上勾が最も多く、 8月中旬になり

急激に減少した。(和具の一例 7 月下句 9~昔、 8 月上旬17% 、 8 月中旬 5 %) 

(2) 作業貝と母貝について区別して見ると、手術直後の作業貝に最も多く 4-

70~昔、平均10-30%の範囲である。次いで一般作業貝で2-26%、平均5-20

%である。手術を施さない母貝 (250掛以上)では遥かに少ない。

(3) 養生員、一般作業貝共に挿核した核のサイズ別の艶死の扶態を見ると、大

玉に多く、サイズの小さくなるに従って楽死率も少なくなる。

(4) 一般作業貝の年令別の艶死の吠態を見ると老員(本年一31年浜揚げの大玉

のもの)に多く若貝程少ない。

(5) 養生貝に於いては卵抜きに長期間かかった貝に艶死が多い。次に漁場2lUに

みるとその要望死率はまちまちであるが大体次の傾向がみられる。

(ω 一般に湾奥部(潮の流通の悪い場所)で賂死が多い。(英虞湾船越、立神、
鵜方、神明 五ケ所湾相賀浦、船越浦、五ケ所i甫)

(7) 更にその地域では水深の浅い漁場程賂死が多い。

(8) 湾奥部でない比較的潮の流れのよい漁場は (6)に較べて艶死率は少いが、

それでもかなりの楽死が認められた。(的矢湾…宮湯浦、渡鹿野島周辺、三

ケ所、的矢、英虞湾…大崎、間崎、多徳島)

以上が31年の楽死の概要でこれらの原因を探究する為次の三つの面から考察し

要点をあげて見る。

(A)環境要因

環境要因のうち最も関係の大きいのは水温で高水温に封する臨界温度を越え

た水温が長時間にわたり出現し、真珠貝の生理機能に異常を与え要旨死する。

(1)一般作業員(母貝も含む)と警戒水温
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一般作業員(母貝も含む)の楽死に関係のある水温は28-29度附近でしかも

その出現する時間の多少が大きな関係を持つ。即ち29度は養殖上の警戒水温

でしかもこれが長時間出現すると楽死を起す。

ロ)手術作業直後の作業員と警戒水温
養生貝は一般作業貝より高水温に釘し抵抗力がはるかに弱く水温の限界をも

っと低い所におかなければならない。 23-25度の間は夏秋共に奨死が少なく

警戒すべき水温の限界は27-28度におくのが妥当と思われる。

(B) 真珠貝の生理的要因(夏季に於ける真珠貝の生活力、栄養朕態等)

6月-8月は成熟し切った貝が生描物質を放出して、重量が減少する時期で貝

の生活上最も重要なエネノレギー源のグリコーグンも年間最少となり又足糸の

分泌能力も 8月に入ると一時衰えて非常に衰弱している。夏季の真珠貝の艶

死は生活力が非常に弱い季節に当っている事も原因であるから一般作業貝の

取扱いについても、又手術作業に於いても細心の注意、を払う必要が生ずる。

(C) 人為的要因……弊死に射する封策

(1) 漁場の合理的な利用について

第一に考えねばならない事は28-29度以下の水帯を見出す事が必要でこれに

は上層のみでなく深層の水温も観測し自己地先水面の朕況を十分知り27度の

水層を見出し高度な利用の途が残っていると思われる。

(2) 手術作業とその後の貝の取扱いについて

現在の大部分の作業場なり、養生場所は最も水温の上昇し易い悪い条件の下

にあるから真珠貝の生理適温の最高限度である27度を一つの標準とし糠力水

温の低い所を利用する必要がある。尚適当な場所を見出せない様な漁場に於

いては夏季高水温時の作業は制限すべきではなかろうか。

(3) 挿核する核のサイズ及び使用する母貝の年令について

船越のある業者はこの (31年)夏季に於いて大玉(母貝70掛)の手術作業を

行い25%の楽死を見たので直ちに細度(母貝170-240掛)に変更した所艶死

を4%に減少する事が出来た。この事は核のサイズの大きくなる程真珠貝に

与える刺戟が大きい事と、その生活力が老貝に弱く、若貝程強い事も原因で

あろう。従って最高水温時に於ける作業計画は貝の年令、核のサイズについ

て十分検討しなければならぬ問題である。

(4) 其の他 以上の外に奨死に影響を及ぼす要因として貝掃除、卵抜き作業、

収容密度等の問題がある。夏季に於ける貝掃除の多いものや、卵抜きに長期

間かかり極度に衰弱したものを使用した場合奨死の率が多い様である。
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高水温の出現について

木 村 虫E

(三重県水産試験場)

梅雨が終り 7月に入ってから晴天がつづき、 7月下匂に至って湾奥部では正

午表面水温が300C以上を示すようになった。そこで33、34年の最高、最低につ

いてその出現朕況を調べてみると別表 (4-8月における表面、 2米の最高、最

低水温出現吠況)のとおりである。高いところを拾ってみると

31. 8
0 33-7 -31 鵜方(渡 辺)
31. 6。 33-8-1 迫間 (北 村)

31. 4
0 34-7-7 神明(真 和)

面
グ 34-8-3 和具(水 高)

表 ~ 31': 3。 34-7-31 神明(真 和)

312
0 34-8-20 和具(水 高)

// 34-8-31 神明(真 和)

30.8
0 33-8-18 船越(ぢがみや)

34-8-30 神明 (真 和)
30.3。 34-8-4 // グ

2 米
30.1

0 33-8-2 船越(ぢがみや)
29.9

0 34-7-31 神明(真 和)
29. r 33-8-23 船越 (ぢがみや)
29.0。 33-7-16 九鬼(漁 協)

これでみると 7月の月末から 8月の月始めにかけて最高水祖が出ており、 8月

の中、下匂にももう一度高くなっている。観測記録の続いている越賀(井上物

産)的欠(佐藤真珠)迫間(北村冥珠)阿曽(真和実珠)浜島(水試)につい

て5月-8月上期の水温変化をグラフにかいてみると、その傾向をはっきりと
見ることができる。越賀、追聞では8月の始めに表面、 2米ともに最高に達し、

的矢、阿曽では8月上匂に高く、その後一度低くなって、中句に更に高温に戻

うている。昨年の2米では中匂の方が高くなっている。

過去数回にわたり高水温のために大量奨死という異常現象にあい、養殖業者

の方々はそれぞれの漁場において、十分注意をされておられることと思うが、

第 l回の高水温の出現期である 7月下匂-8月上匂を無事に過ごしても、これ

によって貝は若干衰弱することも予想されるので、次の高水温のヤマである8

月中、下匂に注意して大量廃死ということにならないようお願いしたい。 r最
近の海況概況J(32号)及び本号別刷の海洋観測記録のとりまとめのところで
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ふれたように本年6月の水温は33、34年に比べて10内外低く特に6月末日の水

温は過去10年間の最低水温を記録しているにもかかわらず、 7月に入ってから

は急上昇しており、雨量も過去5年間と比較すると 7月の雨量は31年の 111.7

ミリを下廻る 107.7ミリ(浜島)しかなく、気象台の予報ではここ暫らくひで

りぷつづく見込みなので8月における水誌は更に上昇することが予想されるO

春から基地漁場に養婚されている貝は水温の上昇に伴いそれぞれの漁場に慣

れてきているが、 6月下旬以降に買入れた貝については特に員の健康朕態に注

意して作業を進めること。また本年は津波という不測の災害にあい、作業の予

定に大きな支障を来たし、予定量の核入れに多忙を極めておられると忠うので

手ぬかりのないよう細心の注意を重ねてお願いする。

"c 

21 

26 

24 

22 

20 

月

7 

8 

9 

浜島における 7，.....， 9月句別降雨量 (ミリ)

匂

1-10 
11-20 
21-末日
計

1-10 
11-20 
21-末日
計

30年

9.3 
22.0 
80.8 
112.1 

錨賀(井上物産}表面

1 1-5 
II 6-10 
m 11-15 
11 16-20 
V 21-25 
¥1 26-来日

31年

61. 1 
123.6 
317.4 
5021 

32年

140.4 
135.4 
138. 7 
414.5 

33年

25.0 
166.6 
215.8 
407.4 

34年

6.3 
120.9 
1.3 
128.5 

79.9 
253.0 
17.4 
350.3 

9.5 
154.7 
256.6 
420.8 

，ヘ

35年

3].6 
6. 1 
70.0 
107. 7 

/γ/づ、
乙〆へ、¥ノ¥.，/ ¥ 

〆-/ど五 f

.// 

/'jく7:シ
ヌぇJ

一，ーーー-.
，._--

35年

34 
33 

1 II III 彊~ ，1 
」一一一一一 6一一一)
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1 1-5 
j[ 6-10 

111 11-15 

置 16-20

V 21-25 

¥1 26-末日

ミC

28 

2s 

一ーー一一-35年
.--一一ー‘ 34 
静一-ー唱 33 

24 

22 

20 

f下-K/!?ヘ

と;
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1 j[ 111 Ji V VI 
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的矢(佐藤真珠)表面

1 1-5 
j[ 6-10 

亜 11-15

匝 16-20

V 21-25 
、，1 26-末日

1 n 111 111 v VI 
」一一一一一 5一一一一一

'C 
28 

26 

18 

24 

山一一一一-35年
s一一一句、 34
少一---33

22 

20 
¥ 
、'慮、、

t(" ___4 
， ， ， ， ， 

" 

18 
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~ 8 

1 n 111 111 V VI 
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1 1I亜 111 V VI 
』一一一-6-一一ー

円
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1
1
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的矢(佐藤真珠)2米

ノ'代~4.;/
〆，、

_.~l( /:' ¥__  
ーーユ¥，_ / A 局-/ピ・ _Á-~ .~二〉ι'
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的矢湾lこ於けるチリ地震津波

と養殖筏の被害状況

佐 藤 忠、 勇

(的矢湾養矯研究所)

はしがき

従来津波の被害は外海に面しているV型をなす湾に起る高波発生による被害

が知られているが，湾口特にJZくない湾入深いリアス式の海岸についての被害

は報告されていない。

然るに此度のチリ地震による志摩半島を襲いたる津波は随所の湾の養殖施設

を破壊流出ぜしめ特に養殖冥珠は未曽有の災害をこうむった。この津波の被害

は高潮による直接被害ではなく、津波によって起された湾内の急潮流によるも

のである。

筆者は昭和19年12月東海地震、昭和21年12月南海地震による津波を的矢湾で

体験し、当時養慮中のかきは壊滅的損害を受けたものである。故に的矢湾の如

き湾入め深い湾内入江の発生しているリアス式の湾は高波による直接被害では

なく、津波によって起きる水の水平運動による急潮流によるものであることが

明かになった。これが比度の志摩半島に於ける養殖翼珠、に未曽有の災害をもた

らすに至ったものであろう。

津波の来襲状況

的矢湾に於ける昭和35年5月24Elに来襲した津波は午前5時頃突如海面の上

昇が起り続いて水道部中央の水は急、奔流となって湾奥に向い流れ出した海水は

灰色に一変し、やがて海面の上昇は停止し、急、潮は一時止まり、次に海面の降

下が起り流れは反転し逆流となって非常なる勢いで湾口に流れ出L、比の往復

運動は次々 7 回繰返された。これを的矢水道部~L設置された検潮儀記録によれ

ば次の様に示している。

¥
 

23日 24日
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長く、潮汐も長波の一種とみなされているので筆者は此湾の津波による水塊運

動を潮汐との比較によって各水域に於ける水の移動を検討することにした。

潮汐による湾内各水域地点の流速を移動水量より求めれば次貰の如くであ

る。

潮汐による的矢湾各地点に於ける移動水量と流速

但(移動水量は的矢研究所報告1.5ト 51頁より)

浦口の m2当り チリ漆推波定に
浦口の繍 移動水量 断面積 通過量 秒 速 よる 流

γ11， 104m' m' m' cm 速cmjsec

湾 口 6∞ 1.527. 4 13.2∞ 1.197.0 6.出 l四.5m
池尻浦 50 1. '1 4.240 
畔蛸鴻 1.0∞ 訂.6 2.205 自;.2 0.37 11.1 
千賀鴻 450 18.2 1.8叩 田.6 0.48 14.4 
堅子浦 450 35.1 4.200 85.5 0.47 14. 1 
宮の鼻 350 398.5 1.4∞ 950.0 5.28 
橘 浦 250 11. 7 1.160 83.'1 0.47 14. 
網江浦 2∞ 3.6 2.550 31. 0 0.17 5. 
藤谷口 お0 365.8 2.370 1.460. 0 8.12 243. 
鳥居師 2'15 341.8 4.465 1. 437.0 8.∞ 240. 
深井浦 450 24.0 1.3日 53.8 0. 30 9. 
舟見出甲 l回 260.9 1.2∞ 1. 934.0 10.70 
四万岬 2∞ 235.2 1.170 1.96.0 10.訂 326. 
三ケ所口 180 36.6 2.520 30'1.9 1.72 51. 
象座鼻 350 81. '1 1.'1国 224.3 1.部 56. 
宮潟浦 450 74.2 1. 520 44'1.6 2.47 '14. 
和渡 田向甲 4∞ 191.1 2.610 731. 5 4.0'1 122 
鹿野南

650 271. 3 4.68 5'19 3.22 96.6 
水問道瀬口浦

2∞ 14.5 1.24 116.8 O.白 19.51 
1自 浦 お0 7.6 

表により水道部の流速は的矢水道で秒速5.3-10. 9cmで最も速く、渡鹿野水

道は3.2-4.1第二位、三ケ所水道1.7-1.8第三位、宮潟浦の 2.47cmを除いた

其他の肢浦はいずれもO.65cm以下て。第四位である。

流速は潮差に正比例し、局期に逆比例する。そこで的矢湾の平均潮差1.2m 

で、津波の平均振幅は1.82mであるのでこの比は1.51倍。周期は潮汐の 745分

に封し37分でこの比は20.1倍となる。故に移動流速は約30倍となる。この数値

は勿論正確なものではないが大体比程度と考えられる。算出方法に誤りが少な

いとすれば、次の様に津波に於ける流速が算出される。即ち的欠水道の流速は

毎秒1.6-3. 3m、渡鹿野南水道1.0-1.2m、三ケ所水道はO.51-0.57m、宮潟
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的矢湾各地点に於ける潮汐の流速 (数字はcm(scc)

8.12 I 与泌 I 6.65 

∞ 
10.70 

10.87 

浦を除く各肢浦の秒速は0.65m以下で筏の流出版況と良く一致している。即ち

大被害を受けた漁場10m以上、中程度の被害は4m以上無被害漁場1m以下の流

速となる。

養殖筏の被害状況

津波の第一波がとらえられた待既に鳥居岬方面の筏は流れ出し、第二波、第

三波て酬水道部の流れは奔流となって筏は流出し始めた。

筏は波の上昇時は湾奥へ下降時は湾口に反転して流れ、此等の筏は流れ下の

筏と接触混乱猷態となり、数十個の錨を曳きつつ水道部を流れ鳥居岬以東の水

道部筏の半数は数団塊となって泊岸に寄せられ、又最も被害を受けた藤谷口の

160-170台の筏は一団塊となり沿岸近くで止まり壊滅的被害を受けた、又渡鹿

野側のー漁場の筏は集団となって500mを流れ湾部に出て停止した。

鳥居岬以奥の筏は全部流出し、一部伊雑の浦に流出したものもあるが8∞台

(かき80台)の筏は一部沈没、大部分は壊滅的扶態で平石、及び深井浦口に流
出大集団となって停止した。誌は全部破壊され藤谷口と共に最も著るしい被害

を受けた。

ワ
4



渡鹿野封岸国府漁場の筏は接触混乱して4、5ケ所に集められ沿岸に寄せられ

損害も藤谷口、鳥居岬以奥に次いで大であった。

相通し水道(三ケ所水道)は水道の雨端に筏流出が見られた程度で被害程度

は軽く、其の他は移動程度で被害はなかった。

深井、橋、綱江、宮潟、堅子、千賀、阿瀬の各浦は筏の移動程度で被害は殆

どなかった。

要するに津波による筏被害は漁場の位置で一様でなく被害の分布より見て、

被害高率水域は平時潮流速き水道部に多く、潮流の見られない入江は無被害で

あるO 此の間に数段階の差が認められる。又同一水道部に於ても雨岸が均等で

はなく、差が認められるのは潮の流路の関係によるもので同一漁場内にも比の

現象が見られる。

真珠貝の被害は筏被害に比例するようで、移動程度は落下するに至らず流出

により錨綱等によって落下が起るので、真珠貝の被害はその流出程度によって

定まると考えられる。又筏復旧之容も流出程度によるもので、筏の流出破壊に至

る経過を観察すると数段階を経過して被害を増大するものと考えられる。

即ち(l)筏の移動に始まり(2)流出が起り(3)他の筏と接触混乱が生じ(4)混乱した

誌は流出により団塊となり(5)団塊となった読は外海流失言えは沈没となる。

(1)のものは殆ど被害なく(2)になると垂下の貝の落下率は10%であり(3)になれ

ば落下率は20%~30% となる。しかし筏は(2) 、 (3) も復旧可能であるがは)になる

と筏の改修も不可能で垂下貝も70%~80%の落下となり被害は甚だ大きくな

る。 (5)となると筏及び貝の被害('1100%となる。

以上の観点から的矢湾の被害分布を見ると

水道部、鳥居岬以東 (5)……10%(4)……40%(3)……30%(2)……20% 

鳥居岬以北 (5)……10%(4)・・…80%(3)……10%

渡!f~里子南水道 (4)・・…10%(3)……90%

相通し水道 (3)……20%(2)……30%(1)……50% 

宮潟口 (3)・・…100% 官潟浦 (1)……100% 

深井浦 (l)……100% 橋浦 (2)……10%(1)……90% 

綱江浦 (1)……100% 堅子i帝 (1)……100% 

千賀浦 (1)……100% 阿瀬浦 (1)……100% 

畔蛸浦 (1)……100% 

しかし流出範囲、底質によって相違はあるが落下した真珠貝の回収率は約40

~60% と考えらる。底質が泥質であると落下貝ば泥の中にうずまってしまう故

に2~3日で死滅するものが多い。これに反して機質は回収率も当然高くなる。
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要約

(1) 今回の津波は従来説えられた高波による被害でなく急潮流の出現によっ

て養殖誌が致命的被害を受けた。

(2) 津波による海水の運動とほぼ一致している。即ち平時潮流が速い所は被

害大きく平時潮流緩かなる所は被害が少ない。

(3) 養殖漁場中優秀なる漁場は潮流が速なるため被害は甚だ大となる。

(4) 急潮流による筏の被害経過は段階的に進展する。即ち

1. 筏の移動

2. 筏の流出

3. 他の誌との接触混乱

4. 混乱した筏の流出により団塊となる

5. 団塊となった筏の外海流失或は沈没

(5) 的矢湾に於ける養殖筏の被害分布は鳥居l押以西が最も被害大で、次に鳥

居岬以東、渡鹿野南水道、宮潟口、相通し水道(三ケ所水道)、宮潟浦を始め

とする各肢浦となっている。

(6) 養殖貝の被害はその被害段階に大体正比例する。

(7) 落下した貝の回収率直はその流出範囲、底質によって奥るが約40-60%ま

で可能と考えられる。

対 策

以上的矢湾に於ける津波の性状と真珠が蒙った災害経過を考えると、志摩半

島のような湾内に技浦を多くもつリアス式の海は真珠、かきの筏養殖は地形的

に弱点をもっ。古文に津波による災害は宿命的と云わざるを得ない。

しかも今回のような太平洋封岸の地震が此のような災害をもたらしたとすれ

ば地震地帯に閉まれたる我国太平洋沿岸の真珠漁場は今後再来を考えて置かね

ばならず、そこでその針策を考えなければならない。それには津波による急潮

流に封しては筏の絶封的保全は不可能であるので、被害を最少限度にくいとめ

ること、復旧策の二点に焦点が置かれるべきである。前者に射しては襲来に探

し広範囲の筏流出を防止すれば落下貝の回収は可能となる。

危険率の高い漁場のj去の繋留は錨のみならず段上沿岸よりの繋留に童点を置

くこと。流出時に筏の集団流出を防止する上からも筏の密殖をなるべくさけ、

出来得るかぎり漁場分散を図ることも重要と考えられる。後者に封しては災害

保険制度の設立が必要となるであろう。
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あこや介の水平分布線と災害対策

野 村 孝 男

(大王町波切)

里子山の緑が一層と濃化し浦海の潮は一雨毎に温度が昇り、植物性プランクト

ンは擦産され、夜光虫が海面一杯に暗夜尚明るく、養殖場附近に浮上して窟り

ます。比の季節になると、潮通の悪い湾奥部では例年硫化物の多い酸素のない

潮流が、底層から浮雲のように広がってきます。研究所でも例年此の封策の為

に相当の費用と御骨折を願って居ります。これについては毎年悩まされ F時化
より悪潮がこわい」と私共は一日とて休まる時がない位これに悩まされて居り

ます。既に研究された通り硫化物の発生による酸素不足によって一夜にして介

殻のみが残る毒ガスのようなものです。

津波で復旧作業が多忙を緩めると忘れがちになりますので、一寸私の気づい

たことを申述べ何かの御参考ーになればと思って筆を起しました。それに関連し

表題の訳のわからぬことから愚見を申通べてみたいと存じます。

私も真珠介と共に既に10年を過しました。 30i'!三、 40年の古い業者からみると

赤子にも等しく未だ未だ真珠介の生態など丸っきりつかめません。全く斗私は

介になり度い勺位です。然し一昨年より昨年本年と一歩づっ真珠介の、いやこ

の真珠経営について牛進していることだけは事実のようです。

処で昔時は殆んど金網寵養殖でしたが、最近の化学の進歩で格安の生産費で

あがる所謂ナイロン吊が大部分を示すように成りました。昨年の時化、今年の

津波、例年私共地区に現出する酸素不足の悪潮について考え、又真珠介の特質

から考え、これは一つ養殖業者の皆様も考えの内に入れてもよいのではないか

と思います。

陸上生物はさておき、私共の最も身近な海産植物、軟体動物、介類の棲息地

帯はその種族特有の分布線をもって居ります。最も早い話が、海岸線をみると

一定の水平線に%のり均、かき、、あをさ、をみられるでしょう。

黒海苔は大体大潮干潮時、 4時間程度露出する水平線が最も発育がよいと言

うことです。かきも又自然には或る一定の線を占有して居ります。そこで私は

この十年来養殖に従事してから、真珠介の水平分布線、わかり易く申します

と、水面下何m、底土上何mの線が真珠介の成育に好適なのだろうか?又真珠
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玉の巻く速度、光沢等についてもいろの慨設水平分布線を想定して養殖し来っ

たのであります。未だその決論は見出せませんが、日住i毎潮中、漁場、時期等に

よって相違はあると思われるが、必ずその一線はあるものと信ずるものです。

そこで現在のナイロ Y吊はこれに逆行するものであってこれをこの水平布線の

鍛設の上に立って考えて行く時、昔の寵養殖の良点、水平養殖に学ばねばなら

ぬ処が多々あるように思われる。

私は従来漁場が小さく、分散してゐる関係と悪潮被害予F方針策として lブロ
ック筏に l本は必ず上層面から低潮函底賛する長さのナイロン吊を試験吊りし

沖に出した場合は必ず上から下迄の介の吠態、附着物質の相異、発育を観察し

て悪潮発生前に予め措置を講ずるようにして居ります。この試験吊から考えで

もある一定の線が養殖介に好適であるとの元にー一定市を実行して居ります。そ

の線に上、下してなるべく短くナイロン吊をすることが大切なようで台風、津

波の被害も短いもの程被害が少なかったようです。海面養殖は上から下迄特楼

であるからとて極めて長いナイロシ吊をやって居られるのを散見します。

夜、の最も理想、とする処は一定の水イ立に籍のように水平の吠態てe介を養殖した

らよいと思う。簡単に申しますとナイロン吊を水平にした形(最もよい水平線

に置く)が、理想であるが、装置作業の点、不便至極であるから、なるべく短

い区聞に最も吠態、のよい最多の介数を吊すこと。その中心が自分の思う養殖水

深を推持するようにする。作業も簡.単で能率もあがります。最短の吊縄に最良

の効果の介を附着せしめる。例えて申しますと、 12尺の吊縄に 1∞個の介を間
隔をおいて吊すより 6尺にして丈夫なものに間隔をせばめて 100個吊とする方

が、手間も操業も楽で成育も何等異る所がない。長い程、台風、津波になると

脱落する比率ははるかに多く、且全体の流失を招く算が多い。私もこの度の津

波でこの散点を如実にみせつけられ、今春作業のものは特に丈夫な吊縄(パー

モ3分2回染めのもの)を使用する考えである。

要するに広々とした漁場があるからとてフルに無理な筏を羅列していい加減

な施設とするよりも80%に止め、 20%を台風や津波針策の為の補強施設費とし

ては如何なるものか。尚その上あこや介の水平分布と言う介類生態を念頭に入

れて増殖と資材節約に経営の切かえを行って戴き度い。そう念願致す次第です。

要約しますと

1. 大玉は金網寵養殖が希ましい。最近出廻ってゐるトランク型のものもよい。

2. 各人漁場の特質と時季的な水平分布線(一定水深)をキヤツチしその線に
吊下げする。

3. ナイロン吊は介を吊す間隔を可及的に狭め介と介が接触し互に足絡をとり
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合う程度に吊縄を挟んで介を棒状になるようにする。

日住漁場の関係で附蒼生物が多く介掃除lこ不便がある場合は相当間隔をおく 0

4. 強く太い吊縄を用いナイロシ総も良質の太目のものを用いるO

5. 1本の吊線に2本のナイロシ吊を吊す所謂天秤つりは台風や浮波のil!i害が

大きい.これはなるべく i本吊にした方がよい。

6. 吊縄は多少資材の増嵩はあるが l尺程度長目にきり結縛を楽にする。竹筏

の場合は新竹は円滑過ぎ、津波にも洗われるから地獄に結ぶか、 m線結びを
ダブラせて居き尻をlOcm程余祐をのこして居く。

7 思潮の早期発見には表層より底層迄の5寸間隔程度に吊し ナイロン

市を lブロック筏に 1本伎は施設しておくこと、時々もいさり、を引き海底

繁茂の海卒類の変化を調べること。試験吊介の観察は

A. 附若生物の変化

B. 介の端先、肉質部の変化

C. 足総の強弱(パラパラになっていたり足総を自力ではき出している場

合は危険。)

以上台風、 j卒没、惑溺を最小の被害での観点から、あこや介の水平分布線を

御一考に入れて戴き度いと念願するものです。

!台風等の被害対策;

大畑 真 .e~ 

(大畑真珠株式会社)

災害は忘れた頃にやって来る。と云われていますが、私達真珠業者は、昨年

の台風の後仕末に追われている中に、次のチリ 地震津波に襲われて、正に災害

は復旧の終らぬ内にやって来るO とでも云い代えたい程であります。二度迄

も災害を受けたのだから、そこからは、はっきりとした災害針策が生れそうに

忠われるが、案外災害ずれしがして、たい Lた名案もお互に浮んでいない様であ

り、従つず、その具体策も行われてはいないのではないかと思われます。当社

としても、この例にもれず、将来は斯の如くせなければならないと云う風な、
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漠然たるものを抱いているだけで、まだ具体的な斎手には及んでいないのであ

ります。

だが、その漠然たる考えでも、発表すれば又何かの役にも立とうかと考え、

この拙文をお送りする次第です。だから、お前の所は云うばかりで実行してな

いではなし、かと云うおしかりだけは、平にお免しを閥、いたいのであります。

まずその第ーは

l. 漁場は筏力分散せなければならない。早い諮しが、どんな大きな災害で

も、日本全列島に同時に襲うものはまず皆無と云ってもよいでしょう。だから

三重と長崎に漁場を持っていれば、その二つが同時につぶれると云うことはま

ず考えられないことです。今迄他県への進出は、三重のj魚、場が狭くなった結果

ではありますが、iA害針策の上から見て、これはたしかに、有力な針策のーっ

と云えましょう。しかしこうした広地域に百るものでなく、一つの湾、一つの

海域の中に於ても、その分散が是非必要と考えられます。僅か一つの鼻、一つ

の浜を距っているために、その被害からまぬがれている例は、いたる処に見出

されます。だから一つの湾の中でも、お互にそのj魚、場を分け合って、少しでも

自分の筏を分散することが好ましいと忠います。だがこの説l士、色々な利害が

交さくして、その実施は困難だと云う人もあります。しかし、全業者が、災害

苦手}策の必要性を強く認識するならば、あながち不可能だとして、た Y手をこま

ぬいて見送る必要はないと思います。

私は色々な災害針策を考えては見ましたが、大自然の超大エネルギーに到す

る、人間の僅かの封策は、これを災害から護るよりも、その危険を分散するし

か外に、妙案はないのではないかと云う結論に達したわけであります。これは

丁度、大戦の時に、敵の空襲にますし、人員資材を防衛するのに、防空壕を造っ

て行うか、人員資材の分散疎開念行うか、と云うのとよく似ていると思われま

す。

鉄は熱いうちにうて、と云われる如く、こうした封策も、まだ災害のイタイタ

しさが残されている間に手をつけなければ、何11寺の日か又その策を行う日が米

るでしょう。次の一つは、

2. 同一漁場は同一資材を使わねばならぬ。木筏あり、竹筏あり、ピン吊あ

り、これ等が雑然と同思している処は、そうでない漁場と比べ、その被脊程度

は、たしかに大きかったと思います。たとえ、災害にはピン吊が 4 番ょいと云

われていても、その横に木筏が存在している時は、反ってピン!弔の被害は一番

多いとも云えるのであります。これは竹筏等にとっても同様でありましょう。

それは同質のものであれば、同様なからまり合いとなるものも、異質のもので
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は、他のものを全く破L~ してしまう結果となるからであります。

だから、漁場徒に全部木筏なら木筏、ビン吊ならピン吊と云う風に統一すべ

きではないでしょうか。これも事業に個人に属することだからと云うので、予

がつけられないとすれば、災害:針策などと云うものは、何一つ実現することは

出来ないと云わなければなりませんO 筏だけではありません。その附属のもの

も亦なるべく同ーのものが生まれるのであります。それは錨、或はワイヤ一類

等に於てそうであります。一寸風で吹くと、すぐにブラフラとさまよう筏が、

しっかりと固定された漁場に l台ありとすれば、災害の時この筏が、どんな役

目をし、どんな兇恐なものとなるかは、業者等しくこれを認めている処であり

ます。~える筏は 6 〆の錨を使い、ある筏は 12〆の錨を使っている。これは雨者

共実に闘った話しであります。全部の筏が6〆の錨を使い、プラフラすること

は、甲も乙も同様であると云うことが、被害減少には必要ではないかと思うの

であります。他人の筏が吹きつけられたので、自分の筏が全滅したと云う、に

がい経験を持つま走者も亦決してまれではないと思われます。伊勢湾台風の時

は、 i荒木によって発生した被害に釣し、材木業者より保証をしたと云う話しを

開いていますが、ある人の筏で彼懐された人が、その人から保証を受けたと云

う話しを聞いたことがありません。これは災害だから、不可抗力だから、と云

ってあきらめているのが真珠業者の凡てであるからでありましょう。 何にも荒

した筏をせめるつもりはありませんO 荒す筏を失くする様にお策を今から講ず

る必要のあることを強調するものであります。

3. 海底の保護、掃除を徹底的に行え。

今迄海底の掃除等のことを云われていたのは、その漁場の荒廃を防止する意

味からでありました。しかし災害針策のとからも、海底の保護、清掃は実に重

要な一つの手段であると忠います。海底に落下した貝を拾い上げて見て、その

死滅の少ないのは、海底の土質によるよりも、そのよごれの如何による方が大

きいのではないかと思われます。{刻jぇ1深砂の海震でも、稚貝J采!官の枯杉菜や、
古つり線等の土Ii~積している処では、その死貝の数は多いのであります。まし

て、貝掃除の時の多数のゴミがうづ、高く捨てられている海底は、貝にとっては

正に地獄の山の様なものでもあろうかと思われます。しかもこうした海底で

は、落ち貝の収集は困難を原め、からくも発見すれば死貝であると来ては、正

にその災害は徹底的であると云わねばなりません。若手底の不潔は貝ばかりでは

ありませんO 今度の津波の様に、諸所方々の銭が、何十丁となり一つの団子の

様に、まるくなってしまった時には、その間に海底の、モロモロのゴミ、雑

物が混合して、ここに一大ブロックを造り上げ、ワインチでまきとげ様が、ど
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うしょうが、テコでも動かぬ様になって、我々の手を焼かせるのであります。

若しこうした海患のゴミが/かなく、清潔であったならば、落ちた貝は無事で1ら

り、復旧の手数は非常に少なくなると云うものであります。この処置は、直接

災害のませ策とは云えない迄も、たしかに災害の時の一つの釣策と云えると思い

ます。

将来海底には、何物も投棄しない。投棄の必要がある時は、湾口はるか沖合

に行うか、陸上に上げる様にすべきであり、強力に宥視を行うべきでありま

す。又よごれている海底は、一時に清掃することは困難であるから、漸次その

清掃も実行せなければなりませんO

4. 災害針策に必要な資材の改良を、業者之、資材業者と一体となって実施

せなければならない。

先ず一例として、こんな考案はどんなものでしょうか。今j与オミ樽は絶霊J水の

はいらないものを理想としていました。しかし災害の時は、早く沈んだ筏が

案外、被害が少なかった事実から、将来の木樽は、時には水の入ることも亦必

要ではないかと思われます。台風が近づいたとなれば、タノレの水入れの口をあ

けて木樽に満水し、筏を水l凶迄さげる。台嵐が通過したら、水を抜いて平常の

姿にもどすと云う風なことは、どんなものでしょうか。これは単なる一つの笑

い話しの例に過ぎないかも知れませんが、今の木筏は、災害に劃しては大変な

非カであると云うなれば、この資材の改良工夫が、是非あって然るべきではな

いでしょうか。今度の津波の時は、錨のワイヤーをとめであったナノレ数本が、

何か切れ物でもきった様に、すっぽりときれて、錨が筏から取り去られていた

のです。ナノレの代用品とか、その強度を増す等と云ふことは、一寸出来そうに

もありませんが、この筏による垂下養殖i去を、他の養殖法に代える研究は、強

力に推進さるべきではないて4 しょうか。殊にナノレの生産県は三重県であり、伊

勢湾台風によってナノレの生産も底をつき出した現況では、一日もゆるがせに出

来ない問題となりつ Lあります。

同様に、吊り線なり、誌なり、錨なり、夫々改良、考A案の余地はまだまだ沢

山ある様に思われます。殊にナイロン吊に撃すする、員の落下防止の研究は、何

も災害封策のみならず、一平素の養殖にとっても亦大切な事柄の一つであると思

います。玉入作業等に到する研究に比べ、これ等養措資材に釣する研究は、大

分遅れている様に思うのは、私達の認識不足によるものなのでしょうか。資材

の研究:工、相当の設備と資金が必要であるから、個々の業者では.とても手の

出る話ではありません。それかとまミって、資材毘では、実用価値の判断が適確

でありませんから、資材患だけの考案では不十分と云わねばなりません。
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そこで、雨者の協力を絶望J必要とするわけで--t。真珠養殖は、原始産業であ

り、その施設もぷ原始的のものが多い関係から、一寸した考案工夫も、たちま

ちの間に普及する美点を業界は持っています。だから、資材の改良を普及する

のは、極めて容易であり、そこに改良の意義も大きいと信ずるものであります。

チリ津波災害に対し我が

船越真珠組合が採った処置

田 辺 覚

(船越真珠組合監事)

5月24日の朝突如としておそったチリ津波について頭を痛めた問題は筏の探

索と沈没した品物の引掲げ作業であった筏の移動が大きかっただけに揃索の範

囲が広く流失し移動物件の整狸作業に今迄の経験に依る日時以上のものが必要

であると考えた時、必然的に起きる沈没品引揚作業中の他業者との分配に起る

混乱の外、人の控視の無い夜間の作業等盗難予防処置が過去の体験から考えて

-i'大きな問題であった。ギい此の問題に就ては兼ねてより真珠組合の役員に

於て予め考えて居たことでもあり、上自主地j亡の漁業組合とも連絡を取り亦響祭

の協力を求め警防団等の出動を得て次の様な方法で之を実施することに組合全

員が踏切った。先ず隣療するj魚、場は地J己ばかりでなく月一!町、乙村との間に同じ

条件の被害を受けて府るので地元の響備方針を相手町村の漁協に呼び掛け同一

歩調を採る事の同意を得たその第一番は

1. 作業時間の制限で、朝 ()l母より夕方6時過まで夜間の答戒には特に注j去

を払い隣接町村の警備団ともその行動を打合せ警{崎の万全にと!3ったのである。

その結果百パーセシトの効果を揚げた事は関係者の協力に感謝すると共に組合

員全員の理解ある行動であった事を共に御喜びしたいと思うのであります。次

に沈没品の分配が円滑に行われるか否の問題でありますが、此の種の問題は今

までの台風の経験よりして海女を先約される為に業者個人別には首長女の不足を

米す場合が多く甲は早く海女を入れて居るのに乙丙(riiiiJ:女が無いと言う事態が

生じがちであった従って沈没した品物も一部には他人の物までも拾い揚げて行
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ったと言う様な誤解を生じする事になって来るので海女は共同で組合が入れ、

そして掃海の規模に応じ之れを現場に派遣して各組合員が選任した監規人によ

って公平な裁断の許に分配し、 f品目rr属不明の者については一定の期間保留して
他町村にも連絡の上一般業者の見覧に至便な方法を採り所属を主張する者の真

記性を締め之を交付る処置を採った結果、円滑なる作業の進渉を見る事が出米

た。斯様にして費した臨時の経費は引揚物H:別に単価を考え業者に引渡した総
数を基本に算定した金額を徴収して此の後始末を附けたのである。今考えて見

ると過去の台風にもなぜ斯様な方法が出来なかったかと言う事である。一番大

事な事は斯る大事態にその目的行動を共tこする組合員の良識を常に育成する事

が我々組合を預る者の責務である事を更に反省しなければならない。今度の災

害の経験を生かして新らたに此の地区に造らんとする組合運営の布り方につい

て組合員の方々と共に考えて行きたいと忠、います。

災害アンケートの御提出お願い

7月号 (32号)と一緒に:jif.iJ送り致しました「チリ地震津波」の災

害アンケートは未だ御提出頂きました方が非常に少なく資料と

しでまとめにくく少なくとも会員の対の方の御意見を集める必

要がありますので御tしい折、 i見だ恐縮で‘すが御回答:下さる

お願い致します。

災害は再びあると二jf-えねばなりませんから皆様の御意見を積

み重ねる事から除々にでも改良されて行くと云う事を十分に認

して下さい3 尚アンケート用紙余分がありますから紛失され

fこ方は御申し出下さい。街i送り致します。アンケートのとりま

とめの時期が迫っておりますので‘是非共御協力下さる様お願い

致します。

勺，
u
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いよいよ夏の皇室りになって参りました。本年度の施術作業時期に入り連日御健斗

の事と存じます。特に本年は大切な時に災害に見舞われ作業計画の面で、も変更せ

ざるを得ない状態の所もあるかと思います。色々な部で本年度の施術と云う事が

重要な事になって行くのではないかと思いますので以下施術の事に関してあなた

の御見解をお書きの上お送り下さる様お願い致します。

1. 災容によって作業時期がおくれて来ている択ですがどの様な基本方針で核入
れをやって局られますか。 6月から8月の作業期に於て各月どの様にサイズを配

分されていますか。

2. 卵抜の方法は地区によりその年の状況により異っていると思いますが、災害
後の現在どの様な方法で行って燈られますか。叉どの様な点でお間りになって

ぽますか。叉卵抜きによる大きな欠点は貝をひどく衰弱させますがどの位に卵

を抜いたものが良いと思われますか。

3. 細胞貝は何年貝のものを使いそしてそれを選ぶのに何によって決められます
か。例えば鯨のプマト({戸rJcm佼)等、又ピ{スとして外套膜のどの部分をどの様

にして操作されていますか。

4. 施術の為に関口器によって貝の状態を見た上適否を決められている事と思い
ますが、具体的にどんな具合のものを使って唐られますか。

5. 挿核については技術者により種々の方法があり又その使用器具も幾分臭って
居る事と思いますがあなたの所で現在までどの様な挿核方法をとって唐られま

すか(使用器具の種類、施術方法、核入方法等につき)又挿核作業に於て特に

どの様な点について注意して行って麗られますか。

以上につきまして背さんが各々特徴を出して一長一短がある事と思います。イ也の

人がどの様に行って居るかを知り、叉臼分の行って居る方法を人に知ってもらい

技術の交流を行う事は必要な事と思いますので、非常にうまく行っている事或い

はこう云うのが良いのではないか。叉こんな事で大変図っている等の御意見をお

書きの上研究会宛に御送り下さい。締切りは特に決めませんからお寄せ下さい。

(付田真珠) 山川修佑造

御申越の{午誠に恐縮ですが私の経験した事を書いて御解答とします。①に就

いては先ず昨年の15号台風後の経験でl士、三jZ.常規則正しい潮流のもとに真珠貝

も海中の四季の変に即応した楼息活動をして居るわけで有りますが、時たま台
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風、津波等の急激なる異変のために、海中での棲息おt.iiが撹乱されて大きなν
ヨツクを受けて、一時は自タミ呆然たる)状態となり、其れに海上海底の泥と腐敗

物が境持された海中での食生活は不良で、栄養失調と云うか、災害に逢った貝

の復調は(漁場の環境や被害の程度に依るが)相当の時日が掛り、ひどいのに

なると、年内には挿核作業はむりである。此の度の津波の被害は時期が忠く、

大方の業者はお貝の卵抜fド業に樹、っていたと思いますが、!准でさえ生活力を抑

制しているのに急激な乙/ヨツクと泥ìt~の中の失調では通常の回復はのぞめない

(共の内でも丈夫そうなのを 1週間位養生さして挿核施術をして見たが、なか

なか回復しにくく、従って体内の新陳作用がJEいから玉も、巻きがとろい上に
きたない。 3ヶ月後 100個試保したうち知、キズが6%しかなかった。)共れで

此度の被災後は卵抜仕立中のものは全部戻し、新らしいものを6月中頃より卵

抜仕立をしたが其れも 6割位の詰量で(水誌22度比重20.60) 1 週間より 2

週間位の内に挿核作業をします。サイズは6月下旬より 2.0~2. 3、7月目、中旬

まで24.5より-2.8まで(比の期間大玉を集中する)7月下伝Jより2分-2.4まで

を予定、 8月は22-1.8まで(7月下旬より水潟、高誌上昇のため無理出来ない。)

@災害後の卵抜きは①で述べた様に比較的丈夫そうな員を詰めて出来るだけ短

時日に仕上げる様に作業する。 7 月になって水温も2fi~6度になれば大体1週

間か10日位で仕上げる。哀弱度は汝卵直後は締が褐色でつやがなくなるが、 l、

2割うすめて低漉で(あまり温度差のない摺)養生さすと先ず臓のつやが出て

くる、其の折あまり憾の黒すじがはっきりして来ない内に施術をする。@細抱

貝は2年から 3年目貝を使用している。選び方として殻の外側に旭光の線のあ

るもの、 (あさひ貝)出来るだけ赤色をおびていて発育のよい、ふくらみのあ

るものを使用する。それは細胞活動が旺盛であると判断しています。外側の思

味がかったのやクリーン色のものは内側の色つやも青色やグリーン色が多いの

で使用して居りませんO 貝殻の県珠層の色つやの問題は色々と研究せねばなら

ないと思いますのは、同じよえでも発育の良不良や時期等で変色しますから、こ

の辺をもっと突込んで見たいと思います。細胞貝の大きさは貝殻の縦5.4cm横

5cmの5.3匁位から縦6.1cm横5.6cmで7匁位までのものを使用して居ります。

ピースとしては漁場に依り違うと思いますが、当地方の中での比較的発育のよ

い漁場では 6 月 ~8 月までは色線を中心にして内 1&11を 7 分外側を 3 分の割合に

使用して居るが、 i魚喝環境の思いところや秋口などには色線より内側だけを使

用して居ります。内側は外側に位ベて巻きは遅いが、きめが細かく白色系が多

いので使用して居ります。④施術の貝の状態、の見分けは前記②の様に鯨の色つ

やにて見分けます。⑤挿核作業に就いては基本は村図式ですが現在は)部志摩
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式を取り入れて其の折衷した方法をもやって居ります。村田式と志摩式とを比

較して見ますと、村田式は同じ状態の大きさの母貝に於いて大きなサイズが楽

に施令官出来るが l貝に入れる核の数にあまり無理が出来ない。志摩式は大きな

サイス'は無理で自然と小さくなり挿核数が少し多く入れられるO ではどうして

違いがあるかと云いますと、色々の面から見ても様式が違って居るので比較も

多々;有ると思いますが、例えばメスにしても志摩式のメスは[切るjと云うよ

り突きひらく様に出来ているo 7杉は大体しやもぢ型をしたものが多い様です

が、村凶式のメスは突かずにあくまで切りひらくので形も原型は竿に日の丸の

旗をつけた様で、すこし角が取れている様なものであります。其f也、村田式の
器具としてはメスの後に細胞送り針がついて揺るもの、 2本爪のヒツカケ、核

挿入ホックは l本の雨端に大小あって、大の方は切り口を越すまで使用し、小

の方は其れより奥え挿入するのに使用します。又、小の方は排卵口附近え入れ

るクカジ挿入にも使用します。志摩式を一部改良Lたのが先導器具で、先導器

の後の方に核挿入ホックがついていて、之れでワカν等に使用すると作業が楽

に的機に出来る様に思います。尚3ケ入れの場合は同器で切り口より裏側jえ挿

入して裏のワカνとします。之れは大変便利で、サイズも大きく入ります。

2ケ入れでも表のウカジより此の方法の方が楽であります。袋とのJf:はー)!i!落

ちで、ゃれます。挿核上の注意、としては村田式では収足筋肉をメスで創っけない

様に、 Eえは核挿入の折、筋肉をこすってキズっけない様に特に法意が肝要であ

ると思います。収足筋肉さえj主意すれば大体無キズの玉が出米ると思います。

以上拙文にて御J!Ji~りにくかろうと思いますが慨111与を解して漬ければ幸誌です。

(鳥羽)小野寺久太郎

研究会よりの調査についてご報告致します。当方災害がありませんことをお

知らせします。調査表1より 5まで‘については災害後についての調査ですが当

方災害がなくとも現在(本年度の方針)の方針を調査表に基いて多少お知らせ

致したいと思います。

調査 l

玉入作業の始まる日はその年により違いますが本年度については5月20日であ

りますから核入作業の始まる 2ヶ月前より筏の修理を行い浮かす訳でその後、

水温の上りを考え最も適当な時期に貝の運送をし、貝を10日より 15[1ぐらいの
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養生期聞をとり、そのご本年度の月別により玉のサイズの配分を与えてそのサ

イズに基き貝の掃除後選別を行う。サイズの配分については6月より 7月始に

針しサイズ2分 11豆より 2分3底までのサイズを、ただしこれ等はいす、れも当

年物で上げる為め行うサイズであるO

又ピースの取る部分としては色線を中心に切り取るが色線を中心に雨方向じ

割合に取っているO 又大玉、中玉、ノj、玉とサイズにもより切り取る部分も

う。|略図について示すと次の通りにて行っている。(斜線内使用範閉)

IJ"I;:のi主ifr 中 iのよ ←jてl今のム/

いずれも上記の様に考え切り取っているO 切り取る際はと記の矢印のようにハ

サミにて切り取ります。取った物を台の上でそうっとハサミの先でナデ下し[直

線のごとくになったものにメスにて外套膜縁内英中葉外楽を切り離し色線を中

心にしたピースの細長いものが出来る O これを細胞台でメスにて哀四角に切り

離す。以上Iギヒげた通りで一応行っている。 7Jj 10日より 8月まではサイズ2

分3M.より 2分5庫支で、それぞれ月のH:米とりの都合を見て 9Jlよりのサイズ

を決定する。

調査2について

現在行って居ります卵抜きの)j法は核人作業を始める [1より 1ヶ月程前から卵

抜き寵に入れた貝を水温の21度より23度，j背後の…ヒりを見て足糸を切断し浅吊り

を行う、約5時間後又深吊りを行う。そんな簡単な方法で詰込み卵抜き作業が

LI::来るので、ある。卵抜きの際全然Jji[Jの持つてない貝は哀弱し易いしス卵の少し

ある程度の程が最も衰弱しにくく玉入れもし易すい。

調査3について

細胞貝は主として3年貝のものを使用致しています。又細胞介の選別について

は貝のとりのあまり割れていないもの又貝殻の外側に泊、味がかった決色の放引

肢の模様のある貝などであるがハサキのしっかりした貝も考えるO
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調査4について

別にこれと思う適否を決める事はありませんが貝を関口器にて見た際に貝殻箭

と内臓の部分がはっきりと奥の方までスキ間があるような貝は衰弱している

で又透明に内臓が見える貝等も弱くそうした事で適否を決めるが一応見ただけ

で大体安flるものである。

調査5について

使用器具は、メス・挿入器・ヒツカケ・ピース送り、この四ツの道具にて施術方

法を行うのであるが施令官方法は工場等により違うが一般に行っている方法であ

る。又挿核作業に於いて特に注意している事は玉を入れてからピース送りで貝

の内臓をあまりイジノレ事を出意し挿入している。

以上申上げましたが本年度は津波の被害もなくスムースに進んで居り、今後

共に又会に参考に成るような事がありましたなら早急にお寄せ致したいと思っ

ています。

水温について申上げますが参考になれば何よりかと思います。的欠湾の奥に

当る場所に於いて測った水温てvすが 1日の内で3回に測ったもので、朝了時と

畏12時、夕方5時、これ等の水温に於いても挿核後養生する貝について多少高

水温、低水j昆により奨死2容を知る事が出来る。前頁にグラフによりその水温扶

態、をお知らせ致します。

当会社は玉入直後水関係を見て3メートノレ、 5メートル下層にして吊下

げて養生します。

l寵に70個づっ黒貝を入れ寵換えの時に3メートノレ層からl寵、 5メートノレ唐か

らl寵取り出し艶死の数を調べた。

五ケ所青年会真研クラブ

この問題について我々クラブ員が討論意見をしましたことを取まとめてみま

した。

1. 施術作業時期のサイズについて

6月上句から7月中ノ白jまでナイズは2.1~2.5 とこの期聞は大きいものを挿核
します。

7月下匂から8月にかけて1.3-1.5、1.6-1. 8と3個人ないし、サイズの小さ

い2個人をします。

内
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n
4
U
 



※7月下旬から8月は水温のと界によってサイズの大きいのは死亡・本の高いた

めです。

2 (A)災害後の卵抜きについて

災害にあった母貝は泥をかぶっていたのでその泥を洗い2mに中市りして箆

に7-8分自に入れて置きました。

(1)外用水利用

(2) 龍に入れた貝を30尺にi菜市りし5日-6日間置いて龍を返し21時間-3時間
日に照らし浅吊りし一昼夜置く事をくりかえしました。

(B) 卵抜後使用する貝の欣態について

卵抜後5日-6目安生をして能に入れたまま中吊りにして置く。
(C) どの位のg[J抜貝を使用するかほとんどの家では4割ないし5剖完全に抜

けている貝を薄卵のものを入れて8剖イ位使用する。

3. (l)細胞貝は何年貝を使用するか

主として3年貝の120-130番貝、 4年貝を使用している家もあります。

(2) ピースの取り方について

※大(半年間を通じて色素線を真中として切り取ります。

※色素線のはっきりした所

※細胞貝についての意見

(1)俗にカビ細1]包といわれる 1~1 い点々のついた細胞は苛通の細胞とかわりは

ないか

(2) 寄生虫の細胞について

(クラブ員のほとんどが使用している為め)

(3) 業者の開では民色い細胞貝は使用を嫌がるがあるクラブ員が試験した所

普通と何も変らなかったと結果がでたが、 *1日胞によって色が変るか、色は

漁場によって変化するのですか……以 i二お苓願えたら幸いです。

4. 台通道具足でfI:っているパネ式開lコ器です。

5. 使用器具の陣類について

(1) 関口器・ヘラ・ピンセットハサミ・光導器(細胞送付き)・挿入器

(2) 挿核作業に於いての注意

※卵、表弱、寄生虫等貝のllk態を見る。

※貝柱を傷つけないようにi:t意する。

※腸、心臓、筋肉、かん臓等をさけるよう先導器によって注意する。
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ブエデレンコソ連大使真珠ケ島訪問

加藤龍太郎

御木本真珠ケ島

アプリカ大陸の街林中の小国か、太平洋の粟粒島の住民ならいざ知らず、世

界のリードオブ国で養殖真珠に縁のない国があると言ったら驚かれるかも知れ

ない。それはソ連であるといえばああそうかとうなづかれるであろう。

ペテスブノレグの冬宮殿広場で多数の労働者のlfrlがツアーの畑、怒悲な犠牲とな

り流され、革命の一歩が踏み出された頃 0903年)やっと真円真珠が阻々の戸

をあげた。以来、養殖真珠は目覚しい進歩をとげ、真珠と言えば養殖真珠のこ

とは、世の常識とまでなっている。革命後のソ連l士、国再建のため不必要な真

珠は締め出されてしまった。

「美しくありたい」ことは世界の婦人共通の望みであり、 「美しい真珠を持ち

たいJことは世界婦人の最も強いあこがれである。ソ連婦人も決して例外では
なく、真珠えの関心は永いInH乏生活の間も消えていない。

御木本幸吉翁発明以前の真珠は、貴重な宝石でダイヤモシドに次ぐものであ

った。世界の婦人の99.9パーセントは持つことの培めない高嶺の花であったの

である。あるとき夜、は金色のパロックのネックレスの評価を問われたことがあ

る。大いに張り込んだつもりで 11万円」と答えたら、よく当てたとほめられ

一寸得意になったのであるが、 177円はl万円でも明治30年、パリの宝石!占で貿

った値段だったのであるO 今日の貨幣価値に直すと3千万円伎になるであろう。

ボストンパツグーぱいにつめた真珠、山と積まれたネックレスに今日食傷し

ている人も少くない。 1本3千万円としたら、ボストンパアグーぱいの真珠は

鬼ケj誌の宝ものどころではなし、であろう。

3年前にi魚、業交渉の代表として日本に来たブエデレンゴ外務次官が、御木本

でみた真珠の山の話を帰国して発表したら11言じることのできないことであるJ
と言われたそうであるO ネックレス l本3千万円、一粒の真珠でさえ高嶺の花

と、 70年前の潜在意識をもって聞いたら無躍もないことであろう。今度、駐日

ソ連大使となって日本を訪れたブエデレンコ大伎は家族同伴で6月末再び御木

本冥珠ケ島を訪れた。

「真珠を買っていただけませんか」と恐る恐るたずねた所、 「それにはひまが
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かかる。ソ連には天然真珠と模造真珠しかない。出~11附な(と考えている)天然

真珠と何ら変らない安い養殖真珠のことを説明しても仲々わかってもらえない

だろう。私にはよく判ったが…Jと。大使は見学の問中、 8ミリ撮影機を廻し
つづけた。この映画を見せられた人々の驚きはどのようであろうか。

ブノレデヨア独占の坐から、今日一般庶民に広く愛用されるようになった美し

い養摘真珠で1日も早くソ連婦人を飾ってあげたい。そして御木本幸吉翁が、

「世界中の婦人の首を締める」と言った悲願を達成したいものである。

I:"t;i九九，'，':1;' ，1，1，'，'，'可:，，1:司，:百1;司，:可，:司1:'，1:可1，可j;九s日?九"耳.:可』可?司j:可，:可t仇司?耳j;可，;司j:可j:司4ド山;.，.:存m~可i~，耳i 
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1:1司函‘~曹村付付!I屯唯.J..I ;1，1付付J 噌‘tμ:，付t
判 E盲E函I1付仲4十.
1;1叩中村"沼E冨詞E回1，1:1
4ト:tト:.!!9I1回11川ゆ:I:I，IiI，t;I唱E置 I1川叶十:':1:1:小i唯‘，〆吃‘，
!Wit拘が!h悠it!河唄3恥it』i!iが!九怒it!h》W洲it伐が州!九怒治idぬ!句i伽~;似!h》it!iがthmWitぬ似!九mit的!h》治it白tHiLh川摂!iがlHHlmi!i ，Ij"~!i 
，，1:1元三H戸γ:1:'"・1:1，1:1，川寸干J:'・o:t・M・t:I・s・1・8・I・t:I，l!I十H・1:1;、τ.:1・t:t::
，I，':I，'，I，I，I;I;I!j;j;I:j:I;I:I・':HI・a・o・lilol・1'1'1・o・a・2・'"・a・1・t生』・t:I・a・1:'・a・8

輸出真理用嬰聞の捧墾
今月は輸出される真珠の単価を追って見ます。第一関は昭和25年以来10年間

の年平均を表わしているO 先ず全体的に分る事は年々単価が下落して居り品質

が低下しているものと思われる。又32年より粗悪真珠買取の制度が出来それが

多少とも反影している。

第二図には一昨年以米の

各月の単価の変動を示して

いる。 3月、 4月は単価が

l占!としピークとなり 8月、

9月には急落して谷をつく

る傾向があるのも毎年月f廷

にその好みを示しているも

のと忠われる。年々単価の

向上を示しており本年は今

までの所非常な好調を示し

12∞ 
年度別単価推移
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一 一真珠界トピックス一一

超音波で卵抜き

【長崎新聞】

長崎水試は真珠母貝を超音波処理することによって核入施術期聞を長くする

研究をはじめる。真珠母貝となるアコヤ貝は冬の聞は休眠して水温が13度以上

になる 4月から11月ごろまで活動するので、この期間に核入れすればよいとこ

ろが、休眠からさめた当初は貝の衰弱がひどく、 5月から8月にかけては産卵

期にはいる。核は貝の生殖巣に入れられるが、生殖巣が発達してからそう入す

ると脱核したり母貝が死んでしまうことが多い。

このため現在は産卵期に核入れする場合は卵を抜きとったり、環境の悪いと
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ころに移して生殖巣の発達を妨げたり、生殖巣全体を切りとったりしているが、

非常に失敗が多く、結局安全な核入れができるのは9、10月に限られているあり

さまで、この施術期間を長くすることが真珠増産のカギとなっているO

県水試の研究は生殖巣に超奇波をあてて生娘細胞を破壊するもので、 )1Iく長

崎試験場で研究に着予する。超音波で生物の生殖巣の発達を抑制j、あるいは阻

止する実験はすでに各地で成功しており、こんどの研究に大きな期待がかけら

れている。 (6月3日付)

琵琶湖の真珠5年で10倍に

E中部日本新聞・滋賀版】
琵琶湖の淡水真珠は年々伸び、県水産のトップクラスにのしあがった。滋賀

農林統計調査事務所が13日発表した最近5年間の生産実体によると、 30年度に

は養嫡業者11で真珠120キロという小規模だったが、 34年度には30業者でL192 

キロとlQi台にふえ産額 H意5千万円に達した。琵琶湖の水産は年7億5千万円

と県はみており、淡水真珠はその20%にあたる。これは養Ju車場が増えたうえ、

ほ貝にはさむ技術が進んで生嘩量があがったもの。 (6月14日付)

山口で沿岸漁業対策に真珠養殖

E西日本新聞・ lLI口版】
山口県では沿岸漁業の不振を打開のため、沿岸漁業針策運動をはじめたが、

その中は養殖真珠を取りあげている。

岡県の大島郡では昨年まで6組合が実珠養組合していたが、伊勢湾台風で三

重県業者が天災の少ない大島郡に進出してきた。 25日までには全部許可がおり
そうで、約20組合になるO これまでの謂査では大島郡は真珠養殖に最適と折り

紙をつけられており、うまく行けばノリ養殖事業を上回るものになるとみてい

るO しかし三重県業者が共同経営の形にしたのは、許可をとるためのもので、

思くすれば地元漁民は労賃だけしかならないことも予想されるという。このた

め職員を愛媛県に出張さぜて養殖技術を研究させており、資金屈では県と相談

して援助することを考えている。 (6月11日{す)

ミゾ貝を利用して真珠養殖

〔西日本新聞・筑後版】

福岡県三百円郡大木町で同町符2島に忘るJHJ営養漁場を利用して:実現;養殖をしよ

うと計画を進めているO

お



同交漁場は広さ5千平方メートノレ、ゴンクリートでft切った養漁池32があり、
33年、尽から譲り受けた。毎年コイ子60万足金魚5万尾を生産、町内の農家の

副業に水田で育てさせているが養漁場があいていることが多いため石橋町長が

「一つ真珠養殖をやってみたら」と思いついたもの。

同町長は「琵琶湖では池チョウ貝で淡水真珠養殖に成功しているということ

だし、筑後のクリークに多いゴーツ(ミゾ貝)を利用したら真珠ができないだ

ろうか。もし可能性があればぜひ実験したら」といっており、このほど県水産

課に可能かどうか調査を依頼、同課富…日11博士も研究を指導することになった。

同養漁場て、の真珠養摘が成功すれば、筑後南部に網の闘のように広がったクリ

ークでの真珠養殖も夢でなくなるわけで、研'先が注目されている。

真珠検査手数料7月1日から改正

7月1Bより実施予定の輸出莫珠検査手数料値下げについては水産庁官名を

もって6月24日付通達がUiされた。手数料として業者が支払う匁当り 5円に変

りなく国庫収入が50銭滅り 2円となり不良品買上資金が3円になる。翼珠の検

査料率が他の輸出品にくらべて高い為にとられたのではなく輸出真珠の品質向

j二、価絡の維持を更に一段と高めるために不良品の基準を引上げ「組JE真珠の
輸出禁止ならびにその廃棄惜置Jの遂行を計る為に認められたものである O

一一--*._...一日一._._..一一一.._._.ー..ー...一.._..一-一-一'・・一...ー』圃・ー-ー， 

養生についての御投稿お願い

各地で核入れの盛期になりそれに伴って施術後の貝の管理方法が

ブミ変重要な時になっています。先般手紙にて施術後から沖出しまで

の養生問題について御意見を向うべく問合せを致しました。二、三

の方から投稿を頂いておりますが本年は兵常な程の高水混で貝の管

理方法(養生等)は非常に重要なものになっており、それなりに苦

心をされて毘られると思いますので是非共投稿下さる様お願い致し

ます。尚投稿された方に粗品をお送り欽します。

締切りは特に設けませんが成るべく平日にお願い致します。尚養

生問題に限らずどしどし御寄せ下さい。
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夏季高水温と作業

災害を'受けた為に施術作業がおくれ本年度の浜妨げ量は当然減少するものと

予想され現在各地でそれを取り戻すべく;本格的な、作業が行なわれているO

例年 8 月は真珠貝の姥死の之容がï~j くなって居りその原因は何であるかについ

ては研究が進められている訳ですが、事告死が多いと云う事に詑隠しなければな

らない。アコヤ貝にして見ればあれ丈の手術を受けるので相当なνヨツクに違

いなく、人間の場合でも病人を手術するのにその人の体質が強いか弱いか、医

者の技術の上手下手、 i史う薬の良い思い等の条件二により生死が左右される場合

があり、アコヤ貝に於いても衰弱具合、挿核の技術、核のサイズ、管理の方法

等により緊死が起きるものと忠、われるので夏季の悪条件の折に施術する挿核者・

の方は貝にその気持を聞き度い事と察せられるO

例年8月は中旬位まで水温気温共に上昇し環境条件が恐くなっている時でも

あるので水温(各層)観iWj...安全な水視層の発見、その他比重、酸素量等の観

測、そして業者自身が環境を適般に把握して無震な作業を枢力避ける様にし、

その為に挿入核のサイズの配分と施術後の養生に十分な配慮を行う様にして、

しかる後条件が悪化した;場合には作業を休止する態度が当然望ましい事であ

るO 今年の夏は30年、 31年の大量終死の朕態と似通って居り異常な欣態にあっ

て今後その危険性が現われるのではないかと心配される。

ここでイ乍業計画を充分に検討して10%でも 5%でも奨死から免がれる事が

先決の問題でひとたび異常奨死が起ると伝染病の様にその周辺に努死を引き起

す場合もあるとの事であるから慎重すぎる位の取扱いを行って弊死が起らなけ

ればそれに越した事はなく非常に幸な事であるから、災害の損害を挽回する為

に核入れ作業に力を入れる一方、貝を賂死に落し入れる様な事になっては元も

子もなくなる訳で夏季高水温注意報第2報も出た折でもあるので大量姥死の予

防には万全の措置をとる様に努めるべきと思う。
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質 問 室

問 研究会も一部の者以外に質問なく又伊勢市での研究会は学者のみであり

必要で造る真珠である以上各区で活滋な部会などを行う様、又災害等について

も其の地区に依り通いあり其の点も研究して我真珠を守らなければならない

と思う。 計画的な事業 資材の年限度 :真珠養殖者の反省と向上

以上呉珠研究会の御意見を包う。
南勢町迫間浦(北村主翼政KK)

竹 内敏夫

答少しづつでも成長して来た当研究会も第五年度に入り今後とも皆様と共

に向一ヒして行き度く思って居ります。

先ず研究会に到する会員諸氏の認識を更に一段と深めて頂き度いと思います。

当方では会員の為の会であると云う事を常に念頭において反省し今後に備えて

おります。

f卸指遇の通り例会は一部の者以外に質問もなく学者のみであるとの戸がありま

したので近頃に於いては講師の巾を拡げ本年に於いては業者自身の発表をとり

入れる様計画致して居ります。

夏手に於いては例年出張研究会を行って居りますが、本年はチリ津波の為に非

常に残念ですが延期となって居りますが、各地区にj泣いた折には活淡な御意見

等を伺うのですが、伊勢での会では質問も一部の人となって居りますので、今

後ト分検討し活凌なものにし度く思って居りますが、会員の方々の御協力が何、

よりと思います。

災害等に限らず各地区によって違いがある事をト分に本知して居りますので出

来得る限り現地に赴いて会合を開く様に決定致しましたので皆様の方からもそ

の欣態をどしどしこちらに御連絡下さい。

計画的な事業としては通巻30号に記載しである事業計画!に基いて行って居りま

す。来年度の事業計画に皆様の御意見もとり入れようと思って庶ますが、現在

具体的には決めてはありません。

資材の年限度については十分新たに考えねばならないと思います。自然の脅威

に封しその養殖施設が極めて弱いと云う事が二度の災害により痛感されて居ま

すので資材、特に筏に関して特別に研究を行う様に構想を進めて居ります。

最後に莫珠養殖者の向上になる様当会も出来得る限りの努力を続けて居ります

が、要は会員諸氏の研究心と反省にあると思います。特に災害後の今、意を集

めて今後に備えたいと思います。
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後集編 コぃ=ロロ

。本年v土:hi常なi'，'c;j水温となっており3r手向注意tH2Wもlれまし
た。大量箆死を起きぬ段万全の針策をとって下さい。

。点珠会館も述日担暑にうだっています。暑い暑いとこぼしながら

も各地から入る;J'(iilll.のlIX況を知りアゴヤ貝もさぞ苦しんでいる
だろうとi隊員一向案じてj古ります。

Oriu号に引きつづき災百に関する投稿をのせました。又j市校時期で

もありましたので、その御;む児島を11iJいましたが今、後とも挿核に関し

十普段の:与えをいjって最良の方法をつかみたく思います。

。連日の干天つづき、一部では思潮が先生したとの事です。これか

ら赤潮の発~E も三与えられますから卜分御注意下さい。
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